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研究期間：平成１７～１９年度 
１．目的 

平成13年に策定された森林・林業基本計画において平成22年の国産材供給量の目標が2500万m
3（平成11年は2000万m3）されており、国産材需要拡大に向けたさまざまな施策が展開されてい

る。研究サイドに対しては技術支援が求められている。このため本研究では集成材および合板

へのスギ等地域材の利用拡大を支援するために、構造用新材料を開発しその評価を行う。高い

強度性能を特徴とする集成材の日本農林規格（JAS）は、節やヤング係数の基準が厳しく、国産

樹種による集成材は歩止まりが非常に低い。一方、集成材需要の95％以上が住宅用となった現

在、JAS集成材は過剰品質の傾向にある。そこで、集成材に対する要求性能を的確に把握して、

ほとんどの地域材が利用可能でかつ要求性能を満たす新集成材の製造技術を開発する。また合

板への地域材利用は、厚物合板の住宅床下地としての需要が急増してきていることから、さら

に強度特性に優れた新厚物合板の製造技術を開発するとともに、現在使用されている床以外に、

壁・屋根等への利用技術を開発する。 

 
２．当年度研究成果の概要 

ラミナのめり込み性能は密度との相関が高く荷重方向の影響は受けにくいこと、幅はぎラミ

ナの圧縮強度はヤング係数の組み合わせの影響を受けないことが明らかになった。低曲げヤン

グ係数ラミナを内層に用いた異等級対称構成集成材やスギ･ヒノキ等の異樹種集成材のめり込

み強度が得られた。3点曲げ、5点曲げによる集成材のせん断試験を行い従来のせん断の基準強

度が低すぎる可能性があることを明らかにした。非JASラミナ（台形ラミナ、コナラLVLやスギ

LVL）を用いた複合集成材の曲げ、圧縮、引張性能データを得た。これらの成果に基づき、新

しいラミナ等級（L30、L40）とこれらを活用した新しい構造用集成材の強度等級を構造用集成

材JASの改定において提案した。 
集成材の製造に用いられる水性高分子－イソシアネート系接着剤の100℃及び150℃における

接着強さを測定し、JAS基準値策定のための資料とした。難燃薬剤を注入したラミナを組込んだ

集成材柱について、ISO834の加熱方法に基づく1時間耐火試験を行い、試験終了後に試験体が燃

え止まることを確認した。 
スギ等の国産針葉樹材を用いた種々の単板構成の構造用合板の強度性能を測定し、単板構成

と強度性能の関係を定量化することで、強度性能を効率的に向上させるための単板構成を導出

した。 
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５．評価結果の概要 
・試験計画に従って、説得力のあるデータベースが着々と構築されている。特に、これまで解

釈が釈然しなかった集成材のせん断強度について、既往のせん断強度の許容値が異常に低く設

定されていたことを浮き彫りにしたことは大きな収穫であった。 

・異樹種集成材における異樹種ラミナ間の接着耐久性・接着適合性の問題は、早急な検証が望

まれる。 

・「スギ等地域材の加工課程に於ける供給拡大」については、林業分野の研究者の援護を受け

て、一層強力に推進、各研究者に随時情報提供されたら如何かと考える。 

 

６．評価において改善を指摘された事項への対応 

・実験的に得られた強度と許容値との関係をより明らかにして、これからの課題に役立てたい。 
・異樹種ラミナ間接着の耐久性の課題については、積極的に取り組んでいきたい。 
・林業分野との連係をより一層強固にして課題遂行に努めたい。 

 


